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　部落差別の解消のための特別措置法が失効（2002 年３月）して 20年以上たちました。

この 20年余りの間に、部落差別は人権全般の中の一つの課題として扱われてきました。

その結果、授業の中で子どもたちの学ぶ機会が減り、若い教師も「部落差別」「同和問題」を知ら

ないまま教壇に立つ人が増えてきました。同時に「部落差別」「同和問題」という言葉は知ってい

ても、具体的内容や今起こっている部落差別を知らない教師も多くなっています。結果、部落問題

学習をすることへの不安や躊躇を感じている教師が少なくないようです。

　また、「まだ、部落差別ってあるの」「もう昔の話では？」「もう部落差別はないでしょ」など

の声を多く聞くようになってきました。

　このような現状を鑑み、2017 年に『はじめてみよう！これからの部落問題学習』を出版すること

になりました。それからもうすぐ８年になります。思っていたより多くの方に読んでいただいたこと

に感謝しています。このことは、「部落問題学習」をするために様々な知識等を求めている人が多く

いることを示していると言えます。この８年の間に、インターネット上での差別が様々な形で発信さ

れるようになってきました。また、結婚や住宅等の購入に絡んでの問い合わせや差別発言、落書きも

後を絶ちません。この現実を踏まえると共に、今教師が求められている課題を把握し、それに応えて

いくために『はじめてみよう！これからの部落問題学習』の続編をつくることにしました。

　今、「特措法」の失効と「個人情報保護」という名目により、どの子どもが「部落」に関係があ

るのか知ることもなく、また共有もされることもないのが現実ではないでしょうか。どこがその差

別の対象とされている地域かも知らず「部落問題学習」がなされています。部落の人々と出会うこ

ともなく、どのような体験をしてきたのかも直接聞くこともなく、部落の人々がどのように差別

を捉えているのか、生活の中で悩むことがあるのかなども全く知ることもなく「部落問題学習」が

されているのではないでようか。他の差別や人権問題の学習は当事者抜きになされているでしょう

か。そんなことはないと思います。部落差別だけが当事者抜きで学習されているのです。何故な

のでしょうか。これらの答えを一緒に見つけ出し、本来の部落問題学習へと変わるべきだと思いま

す。解放教育（同和教育）、解放保育（同和保育）が大切にしてきた「差別の現実に学ぶ」の意味

を今こそ捉えなおし、部落問題を自らの問題

として教育・啓発に共に取り組んでいくため

の学びの本を提供していきたいとの強い思い

を持って、続編を制作していきます。

（一社）ひょうご部落解放・人権研究所

事務局長　細田　勉





『もこ もこもこ』『もこ もこもこ』
（谷川俊太郎　作 / 元永定正　絵、文研出版、1977 年 4 月）　1,650 円（税込）（谷川俊太郎　作 / 元永定正　絵、文研出版、1977 年 4 月）　1,650 円（税込）

「しーん」と静かで何もないところから、「もこ」っと何

かが膨らみました。少し後からキノコのような「にょき」

が生えてきます。「もこ」と「にょき」はどんどん大きく

なって、「にょき」は「もこ」にもぐもぐと食べられてし

まいました。食べられた「にょき」は赤い丸になって「も

こ」のお鼻みたいに生えてきて、「ぽろり」と落ちてしま

います。そしてどんどん大きく膨らんで、太陽のようにぎ

らぎらしてから、ぱちんと弾けてしまいました。「もこ」

と「にょき」はどうなってしまうのでしょ

うか……。

文字だけで説明するのがとても難しいこの絵本、実は子どもの心をく

すぐるツボが満載。1977 年に発行された大ベストセラーの絵本です。



新しい年を迎えました。今年は何かいいことが

あるかなと思っていたら、５月には 10 人目の

孫が生まれます。今ですら盆や正月は保育所み

たいになる我が家です。どうなることか。（Ho）

フジテレビでは多くのスポンサーが CM の出稿を

取り止めたため、公共広告機構の CM を大量に

流しています。そのなかでも「決めつけ刑事（デ

カ）」は良作だと思います。（ka）

事 務 局 か ら

1 月 17 日は長田の追悼イベントに行きました。30

年前の震災当時に避難所を回っていたバンドの演奏

で、涙ぐむ聴衆から曲の合間に何度も「ありがとう」

と声がかかっていたことにじーんとしました（H）

そろそろ長女ちゃんのラン活の時期だそうです。平

均価格 6 万円、必須じゃないけど買わざるを得ない。

男女問わずカラーの選択肢は広がったけど、持つ・

持たないも気軽に選べたらなぁと思います。（ひ）

▶プロフィール

　幼少期の性暴力被害、両親からの「悪気無き精神的・

身体的暴力」による自己肯定感の低さから、自暴自棄

な思春期を過ごす。デート DV被害、孤独な子育てから、

子どもへの虐待、うつ、アルコール依存、離婚、子連れ

再婚などを経て、2006年カウンセラー資格を取得。学び、

実践する中で、自身の傷ついた心とも向き合い、「生き方」

を変えることができた経験から、どんな人にも、「生きる

使命」がある！と確信。人間の可能性をどこまでも信じ

抜くカウンセリングを行っている。

　2008 年 4 月、子どもへの虐待防止、母親の横のつながりや心のケアを目的と

した「おやこひろば桜梅桃李」を立ち上げる。子どもたち、育てる親たちを、加害

者にも被害者にもしない子育てを伝える、泣いて笑って癒される講演会が好評。


